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はじめに
　
中世イングランドには大別して四種類の猟場（
hunting ground ）が存在した。すなわち、フォレスト（
forest ） 、チェイ
ス（
chase ） 、パーク（
park ） 、そしてウォレン（
w
arren ）であ
る
（1
（
。フォレストやチェイスと同様、パークも基本的にはシ
カの猟場であったが、パークは前二者に比べれば規模が小さく、堅固な柵で囲い込まれている点に特徴がある。ウォレンはシカ以外の小鳥獣（たとえばキジ、ウサギ、キツネ等）の猟場を意味するが、一三世紀半ば以降はラビットの人工的な飼育場、すなわちラビット・ウォレン（養兎場）を指すことが多
い
（（
（
。
　
本稿で取り上げる中世のパークはしばしば
‘deer park’ あるいは
‘hunting park’ と呼ばれるが、それは当該時期のパー
クがシカ猟と密接に結びついてい からにほかならない。通説では、パークもフォレスト同様 〇六六年のノルマン征服を契機にイングランドに導入され といわれているが、近年パークを「本質的に」 （
essentially ）ノルマン的なも
の
（（
（
とする従来の見方に疑義を呈する見
解
（（
（
も出されており、それ自体大きな問題となっている。
（（）
　
中世にあっては、こうしたパークの所有者は領主層に限られた。パークを所有することは一種の〝衒示的消費〟であ
りステイタス・シンボルでもあった。しかしながら、中世のパークを単なるシカの猟園ないしはステイタス・シンボルのひとことで片付けてしまうのはいささか危険である。確かに中世のパークは、第一義的にはシカの猟園であったが、それ以外にも重要な諸機能・用途があった。　
この小稿の目的は パークのもつ多面的な機能を、ウッドストック・パークを事例としてさぐってみることにある。
考察の対象とするウッドストック・パーク 、中世イングランドの諸王にとって種々の意味で重要であったこと 言を俟たない。パーク内に所在する王宮は巡行する王たちの逗留の場であり、それゆえに諸侯との会合の場、 るいは王の各種文書の発給場所 なった。さらにウッドストックは王 狩猟センターであり、隠遁 場ともなってい
た
（（
（
。
　
ウッドストック・パークは王所有のいわゆるロイヤル・パークであるがゆえに、史料も他のパークに比べれば比較的
多く残存している。本稿ではＡ・バラー 、Ｆ・ウッドワード、Ｌ・カンター、Ｊ・ボンド Ｐ・スタンパー、Ｂ・シューマーらの先行研究を導きの糸としながら 主とし 王室関係文書の刊行史料に基づき 中世ウッドストック・パークの実態をさぐってみたい。　
わが国では、管見の限り、中世イングランドのパークに関す 論稿は皆無に等し
い
（（
（
。この小稿の目的のひとつは、こ
うした研究の立ち遅れに鑑み、研究史上の空隙をいささかなり も埋めることに る　
また、パークそのものの実態解明もさることながら、パークとフォレストの関係を明らかにすることも、筆者にとっ
ては大きな課題のひとつである。本稿との関連で言えば、ウッドストック パークとウィッチウッド・フォレストの関係である。両者がど ようなかたちで結びついて た か、その全容を解明するには準備不足を告白せざるを得ないがここでは限られた史料のなかから、その一端をさぐってみたい 思う。
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（3）
一、ウッドストック・パーク
　
ドゥームズデイ・ブックによれば、ドゥームズデイ調査当時、ウッドストックはショットオウヴァ、ストウッド、
コーンベリ、ウィッチウッドとならんで、王直轄のフォレストのひとつに数えられ、レジナルドなる人物がそこからあがる全収入に代えて年間一〇ポンドを─請負料として
─
王に納付してい
た
（（
（
。このことは、これらの地域が法的な意味
でのフォレスト 指定されたというこ を意味しているにすぎず、必ずしも連綿とつづく樹林帯の存在を示唆するものではない。とはいえ、ウッドストックから半径三マイル以内 森林（
w
udu ）及び森林地ないしはその開墾地（
leah ）を
意味する地名 、一三世紀半ば以前に八つもあり、そのうち三つがノルマン征服前のものであるところから、ウッドストックの周辺が鬱蒼 した森 覆われていたことは想像に難くな
い
（（
（
。それはウッドストックの古名
‘W
udestoce’ （紀元
一〇〇〇年頃）からも窺え
る
（（
（
。
　
ウッドストック・パークは一一一三年頃、ヘンリ一世（在位一一一〇～三五）によって創設された。その正確な大き
さを算定することは困難である 周囲の長さは約七マイル（約一一・三キロメートル）であったといわれてい
る
（（1
（
。
ウィリアム・オブ・マームズベリによれば、ヘンリ一世は異国の動物にたいそ 興味を示し、諸国の王からライオン、ヒョ 、オオヤマネコ、ラクダなどを贈与してもらい パークの一角で飼育していた いう。アフリカ産 ヤマアラシもいたが、これはウィリアム・オブ・モンペリエから贈られたものであっ
た
（（
（
。
　
当然のことながら、パークの広さはパークによってかなり相違があった。たとえば、ウィルトシャのサバナク・パー
クは約一六〇〇ヘクタール、ウィンザー・パークは約一二〇〇ヘクタール 広さをもっていた。ウッドストック・パークはオックスフォードシャ最大のパークで、現在のブレニム・パレスに比べると規模は小さいが、それでも少なくとも
（4）
四〇〇ヘクタールの広さを有していたと推定されている。中世パークの平均的な面積は一〇〇～二〇〇エーカー、換言すれば、四〇・四六～八〇・九三ヘクタールとされているが、これはあくまでも平均値にすぎない。面積一二ヘクタールほどの小さなパークでも、約四〇頭のダマジカを飼育することが可能で るといわれてい
る
（（1
（
。
　
中世のオックスフォードシャには少なくとも三四のパークが存在していたことが確認されているが、ウッドストッ
ク・パークは規模の点でも重要性の点でも他を圧倒していた。パークは通常、先端の尖った杭を並べた木柵で囲い込まれていたが、ウッドストック・パーク 周囲には石壁が巡らされていた。ウィルトシャ ディヴァイジズ あった王のパークも石壁で囲まれていたが、こうした石壁のパークはまれであり、例外的といってよ
い
（（1
（
。ウッドストック・パーク
の場合、周囲に巡らされた石壁 高さは約一メートル五〇センチ～二メートルであったと推定されてい
る
（（1
（
。
　
石壁の維持・修復は、いつの時代にあっても大きな問題であった。ヘンリ二世治世第一一年度（一一六四～五年）の
財務府記録簿には、ヘンリ一世が建造し と れる壁の修築工事に三〇ポンドを費やし 旨の記載がみうけられ
る
（（1
（
。お
そらく、当時 壁の大部分は石造りであったろう。　
一三世紀になると史料も増大する。たとえば、一二三一年にはオックスフォードシャのシェリフに対して、ウッドス
トック・パーク近在の土地所有者がシカによって甚大な穀物被害を被っているためパークを囲い込むよう命令が出されてい
る
（（1
（
。こうしたこともあってか、その翌年にはウッドストック・パークの管理人は、家畜その他の動物がパークに出
入りするのを防ぐため近隣の村民を徴用し の穴をふさぐよ 命じられてい
る
（（1
（
。また、一二五〇年にはウッドス
トックの町を背景に石壁をつくり、他の場所の を修繕するよう命令が出されてい
る
（（1
（
。一三世紀を通じて、パークの
石壁はしばしば修築されたが、そのために近在のマナの借地人たちは献金もお なっ 。たとえば、一二五 年にはウートン・マナ 王のすべての借地人たちはウッドストック・パークの壁を囲 ため、 「援助金として」 （
in auxilium
）
一〇〇シリ グの献金をおこなってい
る
（（1
（
。パークの周囲に巡らされた石壁の維持は、近在の村民にとっては経済的にも
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（5）
大きな負担であったにちがいない。　
ウッドストック・パークの石壁には石灰も使用された。一二五五年にはストーンズフィールド・ウッドで二二本の
オークが、またブロクサム・ウッドで三二本のオークがそれぞれ伐採され、石灰を作るための燃料として使われた。石灰作りのため相当数のオークが消費されたことが窺える。しかしながら、同年、ハンバラ、ブレイドン、クーム、ストーンズフィールド、ウートンといった王の直轄村民は、パークの壁はしかるべく囲い込まれておらず、窯で焼かれた石灰もパークの壁に適切に使用されなか 、と異口同音に不満をもらした。さらに 石灰の一部はパークの壁に塗られたものの、その白 は直ぐ 崩落し、残りの石灰は他の工事 ために王宮に運ばれたとい
う
（11
（
。建築資材としての石灰
は期待されていたほど有効ではなく、また一部の石灰は当初 目的とは異なる用途に供 れたようである。
二、パークのシカ
　
中世のパークは、一般には領主の遊猟たるシカ狩りの場と捉えられているが、食料（シカ肉）貯蔵庫としても重要な
役割を担っていた。　
そもそも ウッドストック・パークには何頭の がいたのか、その数を算出するの むつかしい。一説による
と、一二三〇～一三〇〇年の間、同パークではゆうに一〇〇〇頭を超えるシカが捕獲されて た。だが 頭数は明確ではないが、毎年のように聖俗寵臣に対して同パークからシカが贈与されたので、ウッドスト ク・パークで 一〇〇〇頭を るかに上回るシカが飼育されていたものと思われる。 頭数に関する史料初出は一五七七年である 当時パークのシカの管理官を務めていたヘンリ・リーは、二〇〇〇～三〇 頭のシカ 群れを飼育 管理してい
た
（1
（
。
（6）
　
一三世紀の諸史料によれば、王は例年九月から翌年の五月にかけて一連の令状を発給し、王の狩人たちにシカを捕獲
し、塩漬けにして王の所在する宮廷に配送するよう命じてい
る
（11
（
。一例を挙げれば、一二五五年にはウッドストック・
パークで二〇〇頭の雌のダマジカが捕獲され、塩漬けにするのに一二シリング八ペンスの費用を要してい
る
（11
（
。この時に
は「王の騎士」 （
m
iles regis ）たるロバート・ド・メアー
ズ
（11
（
がウッドストック・パークに派遣され、ウッドストックの代
官たちは必要に応じてロバートに助言と支援を与えるよう命じられた。さらに代官たちはロバートが捕獲したシカを塩漬けにし、そのうち半分はクリスマス用にウィンチェスタまで、残りの半分は聖エドワードの祝日の祝宴に間に合うようウェストミンスタまで、それぞれ運ぶよう手配しなければならなかった。ウェストミンスタに 遅くとも聖エドワードの祝日の前日に 届くよう 遅滞なく搬送するこ が求められた。運ばれ シカ肉 、王の食料貯蔵室長に引き渡されることになってい
た
（11
（
。
　
王から派遣され、シカの捕獲の責務を帯びたロバートは、ノーサンプトン・パークではダマジカ三〇頭の捕獲を命じ
られた。また、同ロバートはノーサンプトンシャ 所在するフォレストで七〇頭のダマジカを捕獲するよう命じられている。その際には 州のシェリフが助言と支援を与え、ロバートによって捕獲されたシカを塩漬け してウェストミンスタまで運ぶ手はずを整えることになってい
た
（11
（
。
　
さらに、ロバートは同年ノーサンプトンシャの王のフォレストで七〇頭のダマジカを捕獲するよう命じられ、再び同
州に派遣された。この時に スタムフォ ド橋とオックスフォード橋の間のフォレストを管理してい ヒュー・ド・ゴールディンガムと協働でシカの捕獲に従事することになっていた。捕獲されたシカはフォレスト管理官 が塩漬けし、ウェストミ 搬送するよう手配し
た
（11
（
。
　
これらの事例では、王の騎士たるロバート・ド・メアーズは「王の狩人」として、ウッドストック・パーク、ノーサ
ンプトン・パーク、そしてノーサンプトンのフォレストにお てシカ 捕獲に従事している。祝宴を前に宮廷からウッ
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（7）
ドストック・パークに派遣され、シカの捕獲を命じられたこのロバート・ド・メアーズなる「王の騎士」は、ことによるとかの
C
onstitutio D
om
us R
egis
にみられる王の狩猟スタッフ
‘ M
ilites uenatores’ に該当する「王の狩人」であったかも
しれな
い
（11
（
。
　
右にみたように、ロバートが指揮を執り捕獲したシカを塩漬けにし、おそらくはその後樽詰めして、所定の目的地ま
で運搬する責任を負ったのは、 の管理人たる王の代官であり、州のシェリフであり、また王のフォレスタであった。実際に大量のシカを捕獲し、塩漬けにして搬送す となると、大勢の人員を要した ろうが、詳細は不明である。　
別の例を挙げると、一二九八年ウッドストック・マナの荘司はウッドストック・パークで一〇〇頭の雌のダマジカを
捕獲するよう命じられている。この時に 捕獲したシカを二〇頭ないしは三〇頭毎に塩漬け て樽に詰め、王の到着に間に合うようヨークまで送り届けるよう命じられた。ヨークでは、王の食料貯蔵室長に引き渡すことになってい
た
（11
（
。
　
王のフォレストでは、王の狩人は 度に何百頭ものシカを捕獲するよう命じられることがあった。たとえば、イング
ルウッド・フォレスト（カンバーランド）の場合、一二三四年七月に二〇 、一二四六年に一〇〇頭、同年 再び一〇〇頭、一二五一年に二〇〇頭、一二五五年に一六〇頭のアカジカを、それぞれ捕獲するよう
た
（11
（
。同フォレス
トは、一三世紀半ば はアカジカの宝庫 あった いってよい。　
マイルソンによれば、ウッド ックと同様、王のパークであったヘイヴァリング・パーク（エセックス）は約一〇
〇〇エーカー（約四〇五ヘクタール）の面積を有し、一三世紀初期にエセックス南東部にあった一万エーカー（約四五〇ヘクタ ル）のフォレストと同程度のシ 肉─年間約四〇頭のダマジカ─を産出
た
（1
（
。マッキントッシュによれば、
ヘイヴァリング・パ クでは五〇〇頭以上のシカを収容・飼育す ことが可能であったという。一二三〇～一二五九年の間、同パークでは王の令状に基づいて一四〇〇頭 シカが捕獲さ 、加えて二〇〇頭のシカが生きたままで王 家臣に贈与された。一方、ヘイヴァリング・パー を 回 面積を有するエセックス フォレストから一二三〇～一二五九
（8）
年に捕獲されたシカは約七〇〇頭にすぎなかっ
た
（11
（
。
　
ウッドストック・パークの面積はヘイヴァリング・パークよりもやや小さいが、シカ肉の産出量の点では両パークと
も王のフォレストを上回っていた。まさにパークは〝食肉貯蔵庫〟であった。　
シカは修道院や寵臣への贈物としても重宝された。たとえば、一四四四年アビンドン修道院は、ヘンリ六世より毎年
ウッドストック・パークから四頭の雄のダマジカと二頭の雌のダマジカを、またコーンベリ及びベックリの両パークから二頭の雄のダマジカと一頭の雌のダマジカを受領する権利を授与された。これは同修道院がかつてウィンザー・フォレストにおいて保持していたシカ 狩猟権に取って代わるものであった。ウィンザーからアビ ドンまでは相当の距離があり、ウィンザーから運ばれてきたシカは季節はずれのものが多かった。その めアビンドン修道院は甚大な損害をこうむっていたのであ
る
（11
（
。アビンドン修道院は近在のパークにおける代替の権利を獲得することで、大きな損失を回避
できたものと思われる。ゴッドストウ女子修道院もウッドストック・パーク らシカの贈与を受けてい
た
（11
（
。
　
王のフォレストに生息するシカは生きたまま捕獲され、しばしば王の寵臣たちのパークに提供され
た
（11
（
。ウッドストッ
ク・パークは大規模な王のパークであったため、王のフォレスト同様、生きたシカの重要な供給源となっていた。　
オックスフォードシャ全体でみると、同州の中部および西部にあるパークは、主にウィッチウッド・フォレストもし
くはウッドストッ ・パークからシカの提供を受け 。たとえば一二〇三年、ジョン王は自ら 支持者で国王裁判官もつとめたジェラード・ド キャンヴィル（一二一五年頃没）にウッドストックから雄のダマジ 一〇頭と雌のダマジカ四〇頭を贈与したが、これはジェラードがミドルトン・ストーニ もっていたパークを補充するためであ また、一二八 年エドワード一世はヘンリ・ド・ イ 対し 、ド・レイシ所有 ミドルトン・ストーニ・ の めにウッドストックから雌のダマジカ一五頭を贈与した。さらに 二九五年、ド・レイシ 雄 ダマ カ六頭 雌のダマジカ一〇頭をウッドストック・パークから受領したほか ッチウッ やベックリから シカ 贈与 けてい
る
（11
（
。
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（9）
　
オックスフォードシャの南東部に所在するパークは、おもにウィンザー・フォレストからシカの提供を受けた。たと
えば、一二二三年ヘンリ三世はペンブルック伯ウィリアムに対して一〇頭の生きたシカをウィンザー・フォレストから贈与している。それらのシカは同伯がキャヴァシャムに所有していたパークに運ばれ 。同様に、一二三三年ヘンリ三世は雄のダマジカ 頭、雌 ダマジカ一〇頭をヒュー・ド・ガーニィに贈与したが、そ らはヒュー所有のメイプルダラム・パークに送られ
た
（11
（
。
　
もう一つのシカの源泉は、バーンウッド・フォレストの中心部に位置するブリルの森にあった。ヘンリ三世は一二二
九年、この森からコーンウォール伯リチャードにベックリ・パー に供給すべく雌のダマジカ一〇頭を下賜している。ブリルは王の直轄マナで、バーンウッド・フォレストの行政的中心でもあった。かつてエドワード証聖王は、そこに狩猟館を建立し ウィルトシャのチッペナムにあった王有林でシカやイノシシ、あるいはノウサギ狩りに興じていたという
（11
（
。
　
パークがシカの生息する森に隣接していた場合、パークの周囲にはしばしば「シカ越え」 （
saltatorium
）が設置された。
これは、いうなれば一方通行 ゲー で、シカは周囲の森か パ ク内に容易に入り込むことができたが、ひとたびパークに入るや、その外には出られない仕組みになっていた。シカ越えの形態はさまざまである 、一般的 は先端の尖った杭を並べた背の低い木柵で、横木が据えられていた。パークの内側はえぐられ、幅の広い窪地 つくられてい
た
（11
（
。
　
シカの跳躍力はめざましく、幅六メートル、高さ三メートルの障害物を跳び越えることができるといわれてい 。そ
れゆえ、どの も堅固な木柵を備えた盛土で囲まれ、内側には壕が巡らされてい
た
（11
（
。ひとえにパーク内で飼育して
いるシカの逃走を防ぐためである。　
王以外のパーク所有者がシカ越えを設置する場合、王の許可が必要とされた。シカ越えを設置すれば、王 フォレス
トからパークへとシカが移入する可能性は高くなる。そのためシカ越え 建設 厳重 規制され、パーク建設に当たっ
（10）
ては、シカ越えの設置を明確に禁止している場合もあっ
た
（1
（
。ウッドストック・パークの所有者は王自身であったため、
いうまでもなく許可は不要であった。一二五一年、ヘンリ三世はウッドストック・パークにシカ越えを設置するため、パークの外側にある森（
boscus forinsecus ）からオークを伐り出すよう命じ
た
（11
（
。一二五六年にはウッドストック・パー
クとウィッチウッド・フォレストの間に設置されているすべてのシカ越えを来たる聖母被昇天の祝日（八月一五日）まで開放し、シカが自由 出入りできるよう せよ、との命令が発せられ
た
（11
（
。同年同日には後述するように多数の諸侯が
ウッドストックに参集することになっていたことを考慮すると、シカ越えの開放措置命令は祝宴用シカ肉の確保が目的だったものと推察される。シカ越えの開放はウイッチウッド・フォレストか ウッドストック・パークへのシカの流入を促進し にちがいない。エドワー 一世治世期の一三〇一年にも二つの を設置するよう命令が発せられている
（11
（
。
　
こうして、王は周囲のウィッチウッド・フォレストから野生のシカをパークに補充していたのである。シカ越えは
パークとそれに隣接するフォレストとの密接な関係を示す典型的なものとして興味深い。
三、パークの樹木
　
パークはシカ肉の供給源であると同時に、樹木の供給源でもあった。ウッドストック・パークにおいて明確に同定で
きるほとんど唯一の樹木はオークである。オーク は二種類─
pendunculate oak （
quercus robur ）及び
sessile oak （
quercus 
petraea ）─あったが、事実上両者は見分けがつかず、中世にあっては同じ属性をもつものと見なされた。
　
古くからあるのは広葉樹のヨーロッパ・オークである。学名は「硬いナラ」を意味する
quercus robur
で、英名
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pedunculate oak
は「
花かこう
梗
のあるオーク」の謂である。通常、オークといえばこの種のオークを指し、
E
nglish oak
ないし
は
com
m
on oak
とも称される。建造物の骨組みとして利用されたオーク材で、最も需要があったのは樹齢六〇～一〇〇
年のものであっ
た
（11
（
。
　
ウッドストック・パークの樹木はウッドストック在の王宮建築に使用されたが、当初から同パークの樹木だけでは需
要を満たすことは きなかったようで、ウィンザー・フォレストから建築資材の一部を取り寄せている。その証拠にヘンリ一世治世第三一年度（一一二九～三〇年）の財務府記録簿には、ウッドストックにある王館の屋根葺き用のかわら板及び木舞に四七シリングを要したことが記されてい
る
（11
（
。
　
ウッドストック王宮のホールはヘンリ三世（在位一二一六～七二）治世期に大規模な増改築がなされるが、ウッドス
トック・パークはそのための建材を提供 。 とえば 一二三二年にはウッドスト ク王宮のポーチ 建造するためパークにあった三本のオークが伐採された。ま 、一二五六 には王宮で使用される木舞用のオーク四本がパークから提供され
た
（11
（
。一二四一年、ヘンリ三世はすべての建造物を地元産の薄石板で葺くよう命じたが、そのために何千本もの
木釘が必要とされた。 とえば、一二六五年には王の執事の館にあるいくつかの部屋とホールの屋根を葺くため二千本の木釘が使用 たといわれてい
る
（11
（
。
　
パークの外からも木材は提供された。一二五一年、ウィッチウッド・フォレストは王宮の鐘楼（
clocherium
）を建造
するのに必要なオークを提供し、その翌年には新しい部屋（
nova cam
era ）を一室、差掛小屋（
appenticia ）を二棟、そ
して石工 作業場（
astellaria ）を一つ作るための建材を提供し
た
（11
（
。また、バーリの森及びピンズリの森からは一二二六
年に垂木三〇本、厚板四枚、壁板四枚がウッドストック 持ちこまれた。バーリ 森からは一二五六年にも一〇本のオークが搬入されてい
る
（11
（
。
　
ウッドストック王宮には〝外材〟も使われた。一二三三年の記録に見られる腰板は、バルティック海方面から持ち込
（1（）
まれたものと推測される。当時、節目のない木材はイングランドよりもバルティック海沿岸地域で豊富に産出されたのである。それらの腰板は、王宮の室内壁面 板張りに使用された。また、王の寝室のよろい戸に使用されたモミの木の厚板は、明らかに海外から持ち込まれたものである。というのも、モミの木は外来種で、イングランドには自生していなかったからであ
る
（1
（
。
　
ウッドストックのオークはオックスフォードにある修道会や修道院にも贈与された。一二七五年、ゴッドストウ女子
修道院は一五本のオーク、カルメル托鉢修道会及びオースティン托鉢修道会はそれぞれ一〇本 オークを受領した。その二年後に オックスフォードのドミニコ修道会が六本のオークを受領してい
る
（11
（
。
　
ウッドストック・パークは他 王宮や王城にも建材を提供した。一二七二年にはオックスフォードにあったボーモン
ト王宮の大広間に使われる梁（
copula ）材として二本のオークがウッドストック・パークから運ばれ、一二七五年には
バッキンガムシャのブリルにあった王のマナ・ハウス（荘館）に
杮こけら
板を提供するためウッドストックから木材が送られ
た。一二八三年にはオックスフォード城の普請のため四本のオーク パークから調達され
た
（11
（
。
　
ウッドストック・パークの樹木は家具材としても使われた。たとえばオックスフォードシャのシェリフはボーモント
王宮内の食卓、長椅子、背なし腰掛けを製作するため、一二六 年に三本のオークを入手した また、オックスフォードのドミニコ会修道士たちの食卓にはウッドストック・パークのオーク材が使われ
た
（11
（
。
　
パークの樹木は、周辺住民の生活に必要不可欠の燃料を提供した。パーク周辺の住民は燃料用の枯木ないしは木材を
採取する採木権を保持していた。一二七九 のハン レド・ロ ルによ ば、ブレイドンの借地人たちはウッドストック・パーク内にあるロウミードと呼ばれる採草地で草を刈り、パーク内で干草を集め、運搬する義務 負っていたが、その見返りとして小枝一束（
unum
 fasciculum
）を持ち帰ることが認められてい
た
（11
（
。また、ウッドストックの司祭は役得
としてウッドストック・パークの木材を燃料用として受け取っ
た
（11
（
。
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パークの燃料用木材の最大の消費者は、ほかならぬウッドストックの王宮であった。とりわけ王が滞在期間中は薪が
不足したものと思われ、たとえば一二三二年には薪不足を補うため、ウィッチウッド・フォレストから伐り出した
粗そだ
朶
（
busca ）で木炭を製造し、王の訪問前にウッドストックに搬入するよう命じられてい
る
（11
（
。一二四〇年にはウィッチウッ
ドのフォレスタならびにヴァーダラ（州選出のフォレスト官吏）に対して、ウッドストックの代官が王の「燃料用に」（ad ardendum
）粗朶を採取し、ウッドストックまで運搬するのを認めるよう命令が出されてい
る
（11
（
。パーク内の薪不足を
隣接する王 トか 補充でまかなっている点が注目される。　
一二五六年には荷車五〇〇台分の粗朶と大量の木炭などがウッドストック王宮に送られ
た
（11
（
。これらの燃料は同年の聖
母被昇天の祝日（八月一五日）に備えたものとされているが、具体的にはスコットランド王アレクサンダー三世一行のウッドストック訪問に際して開催された歓迎会 ためであ たと思われる。年代記作者マシュー
･
パリスによれば、こ
のときウッドストックには多数の聖俗諸侯が招集され、参集者はウッドストックの森や野原に天幕を張って野営し、オックスフォー の町や近在の村々も賓客で溢れていたとい
う
（11
（
。
　
一二五六年の聖母被昇天の祝日に合わせて、いくつか 州はウッドストックに大量の食材を送付するよう命じられて
いる。たとえばバッキンガムシャのシェリ は、小麦五〇クォータ、豚三〇頭、猪五頭、羊一〇頭、雌鶏四〇〇羽 家禽一〇〇〇羽、小鳩三〇〇羽、雄鶏七五羽、鵞鳥五〇羽、オート麦五〇クォータを送るよう命じられており、他州のシェリフにも同様の命令が発せられてい
る
（1
（
ところから、これらの食材の調達は同年同日に予定されていたスコットラン
ド王の歓迎会 備え ものであったと推察される。正確な人数は不明だが、史料に記された食材 量の多 から推して、この式典にはかなり大勢の聖俗諸侯が参集したものと思われる。　
木炭は燃料としては木材よりもあらゆる点で優れていたが、木炭が家庭用燃料として社会的に受容されるのは、一六
世紀後半になってからのことであ
る
（11
（
。木炭の製造と運搬にはそれ相応の経費を要した。それゆえ木炭を燃料として利用
（14）
したのはおそらく富裕層に限られていたであろう。たとえば、一三八五～六年、フラムリンガムのパークではウィリアム・コリア
W
illiam
 C
olyere
によって木炭が製造され、フラムリンガム城に運ばれた。この木炭製造人の名前は、木炭
製造がウィ ムの専従の仕事であったことを示唆してい
る
（11
（
。フォレスト村落の小農民の多くは、たとえばフォレスタ
の業務を手伝う見返りに木炭製造を副業として行っていた。一二七二年、ウィッチウッド・フォレストの三つ 村落の住民が違法に木炭を製造したかどで投獄されたが、それは事前にフォレスタの許可を得ていなかったためであ
る
（11
（
。フォ
レスト地域にあっては、木炭製造も厳重に規制され、無許可の製造は処罰の対象となったのである。　
シカと同様、燃料用の樹木や粗朶についても、受領者の中では修道院や修道会が群を抜いていた。オックスフォード
のドミニコ会修道会は一二七五年に四本、その翌年には らに六本、一二七七年にはさらに六本の樹木をそれぞれ贈与された。また、コールド・ノートン修道院は一二七七 、ウッドストック・パークから荷車三〇台分 粗朶 受け取ってい
る
（11
（
。
　
樹木の若枝や若葉、あるいは
蔦つた
はシカの貴重な餌となった。餌の確保はパークの重要な問題であり、ヘンリ二世治世
第一二年度の財務府記録簿にはウッ ストック・パーク シカ ため 干草が購入されたことが記されている。同様に、ノーサンプトン 王のパークでも干草が購入されてい
る
（11
（
。とりわけ冬場の餌の確保はゆゆしき問題であった。たとえば、
一二七九年ブレイドンの村人は冬に三日間蔦をパークにまき散らし、そ 見返りとして手斧で持ち上げることができ分量の小枝を二束持ち帰ることができた。ブレイドンのみならず、 ーム、スタントン・ハーコートといった王 直轄村は、冬期に数日間雪が降り続いたときには、ウッドストッ パークでシカの餌となる若枝や若葉、ある 蔦などの草木を採集し、パ クの随所にまき散らなければならなかった。これは王の直轄村民に課せられた義務 もあっ
た
（11
（
。
一三六九年の史料では、スタントン・ハーコートの村民は、聖ミカエルの祭日（九月 九日）からマリアへのお告げの祭日（ 月二五日）ま の期間中、地面 降り積もった雪が三日間溶解しない時 いつでも、シカのためにウッドス
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トック・パークで下生えを採取する奉仕義務を負ってい
た
（11
（
。この奉仕は少なくとも史料上では、一六世紀まで続いてい
た
（11
（
。
　
パークにおけるシカの飼育と世話は経費のかさむ仕事であった。パークで飼育されていたダマジカは外来種で、寒冷
のブリテン島ではとりわけ冬期の世話は困難を伴った。少なくとも一二世紀半ばより、冬期は避難小屋を建て、干草の準備をおこなっていた。一三七八年 ミクルマスから一三八〇年のミクルマスまでの二年間で、ウッドストック及びコーンベリの両パーク シカの飼料として荷車三四〇台分の干草が使われ、一七八台分の干草が納屋に残されていた。一三七八年九月から翌年九月までの一年間に、シカの飼料として荷車一八〇台分の干草が消費された 、その代金は総額三 ポンド一〇シリングであった。これに運搬費、納屋での積み上げ作業費などが加算され、総経費は三八ポンド五シリング 一ペンスにのぼっ
た
（11
（
。
　
ウッドストック・パークに限らず、他のパークの事例をみても、建材や粗朶は中世パークの重要な産物であった。た
とえば、一二八一年にはコーンベ ・パークから四本のオークがブ ーアーン修道院長に贈与されている。同修道院一一四七年にニコラス・バセット よって創建され シト 会修道院である。一三六二年にはウィンザー城の普請のためにクーム・パークから建材が購入された。ま 、ベ リ・パークでは一三世紀 通じて建材のみならず粗朶、下生え、風倒木などが産出され、売却されていた。一四二〇年代、アビンドン修道院 ラドリ・パークから大量のサンザシと薪材を荷車で搬出していた。一四五七年、ヘ リ六世はオックスフォ 大学のオール・ソウルズ・カレッジ建築のためにベクリ・パークから一二本のオークを贈与し
た
（1
（
。
（16）
四、家畜の放牧
　
周知のように、豚は秋の一定期間、森に放牧・飼養された。ウッドストック・パークもその例外ではなかった。一二
七九年には二ポンド一〇シリングの放豚料が王の収入として計上されている。ここからウッドストック・パークでは少なくとも六〇〇頭の豚が放牧されていたものと推測されてい
る
（11
（
。
　
一二五四年にウッドストックの陪審員たちがおこなった証言によると、ウッドストック・マナの荘司ジョン・オブ・
ハンバラは、同パークで四〇頭の豚を飼養していた。ブレイドンの教区司祭は四頭、さらに遠方に居住する他の二名も、それぞれ一〇〇頭、二〇頭の豚をウッドストック・パークで放牧していた。それゆえ、同年には総数一六四頭の豚が放牧されていたことになる。　
パークでは豚以外の家畜も放牧されていた。たとえば、上述したジョン・オブ・ハンバラは一二五四年、七〇頭の雄
牛と一二頭の乳牛を同パークで放牧しており、ブレイドンの教区司祭は六頭の雄牛を放牧していた。ジョン・ケメンタリウスは八頭の雄牛と四頭の馬を、またスティーヴン・ボーソンは一六頭の雄牛をパークで放牧してい
た
（11
（
。
　
一二四〇年、ウッドストックの王の代官はアビンドンの市場で王 ために雄牛六〇頭を買い求め、更なる命令が下さ
れるまでウッドストック・パークで飼育しておくよう命じられ
た
（11
（
。同年、ウッドストックの王の代官たちは、ウッドス
トックで飼育していた五八 雄 と二六六頭の羊を屠り、十分に塩漬けした上で王 食料貯蔵室に運ぶよう命じられている
が
（11
（
、これらの雄牛はアビンドンの市場で仕入れたものと推測され
る
（11
（
。
　
ウッドストック・パークには 馬の飼育・繁殖場や鷹巣もあった。馬の飼育 ・繁殖場に関する史料は数多くみうけ
られ
る
（11
（
。鷹巣の存在については、一二五〇年の史料より明らかであるし、一三五七年には複数の鷹がウッドストックに
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送付されてい
る
（11
（
。鷹匠とおぼしきスタントン・ハーコートのヘンリ・ド・ラ・ウェイドは、冬に一羽のシロハヤブサを
王に献上する奉仕義務を負ってい
る
（11
（
ところから、鷹狩は冬期によくおこなわれたのかもしれない。
　
パークではドングリが採集され、一二五二年には採集されたドングリは四〇シリングで売却されたという。ただし、
その量は不明である。一二五四年にはウッドストック・マナの荘司の下で少女たちが一週間にわたってドングリを採集したが、その価値は四シリングであっ
た
（11
（
。
　
ウッドストックの町とパークの間には堅牢な門があり、住込みの門番が昼夜、監視の目を光らせていた。一二六七年
の記録によると こ 門番 二ペンスの日当と衣服代として年に半マルクを受け取ってい
た
（1
（
。ウッドストック・パーク
で上述した少女ら 一週間にわたって採集したドングリは、貨幣換算すると、ウッドストック門番の日当の三週間分に相当する。　
樹林地の減少に伴い、特定の家畜、とりわけ羊や山羊 次第に共同放牧地から排除 るようになった。というのも、
羊や山羊には樹皮を剥ぎ、若芽を喰いちぎる習性があったからである。一二三二年、ウッドストック・マナのストーンズフィールド、クーム、ハンバラの村民はこうし 共同放牧地 の排除に抗議し、ヘンリ三世に請願を提出した。父王ジョンの時代にはウィッチウッド・フォレストで山羊を放牧することを認められていたが 現今その権利 剥奪されているという が彼らの言い分であっ
た
（11
（
。ちなみに、ウッドストックの王領マナとその七つの直轄村（ストーンズ
フィールド、クーム、ハンバラ、ブレイドン、ウートン、ホードリ、ウッドストック）の村民は、ウィッチウッド・フォレストにおいて古来の共同放牧権を行使してい
た
（11
（
。
（18）
五、養魚池
　
養魚池はパークに不可欠の付属施設であった。いうまでもなく魚類は貴重なタンパク源であったし、養魚池は家畜の
水場としても利用され
た
（11
（
。
　
ウッドストック・ ついて言えば、ヘンリ二世治世第九年度の財務府記録簿に、同 ークの養魚池の修繕に七
ポンドを要した旨の記載がみうけられ
る
（11
（
。一二二七年には王の養魚池の修繕目的でノーサンプトンのセント・ジェイム
ズ教会の助修士ブラザー・ラルフがウッドストックに派遣されているが、ボンドによれば、これ以降一三四〇年頃までウッドストックの養魚池に関連する記事が諸史料に登場す
る
（11
（
。
　
一二四二年、ウッドストックの王の代官はパーク内にある二つの養魚池を結ぶ堤道で、修繕すべき箇所があれば、当
該箇所を修繕するよう命じられ 。一二五二年にはウッドストックの建築工事責任者であったジョン・ド・ハンバラ及びピーター・ド・レイは王の庭園に第三の養魚池を造成するよう命じられている。一二五六年には庭園内に造ら た養魚池は垣根で囲い込まれ べきこととされ
た
（11
（
。一二五九年には養魚池に浮かべる一艘の小舟（
batellum
）を建造するた
め良質のオークを一本伐り出す 、パークを管理する王の代官に命令が発せ
る
（11
（
ゆえ、比較的大きな養魚池も
あったものと思われる。ちなみに、一二三九年にはウッドストック・パーク内のエヴァズウエルに庭園（
herbarium
）
を造るようウッドストック・マナの管理人に対して命令が出されてい
る
（11
（
ところから、上述した第三の養魚池もそのあた
りに造成され 推測される。一二六四年 はこの庭園に植栽するセイヨウナシ 若木を一〇〇本購入するよう命令が出されているが、これはウ ドスト ク・パー における植樹に関 唯一の であるといわれてい
る
（11
（
。
　
養魚池に関する史料は多岐にわたるが、養魚池の維持と修繕に関する記録は定期的にみうけられる。たとえば一二五
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（19）
二年には、 「新たに壊れた」 （
de novo dirute sunt ）生簀の堰を修繕するためウィッチウッド・フォレストから必要量の建
材が提供され
た
（1
（
。
　
養魚池で飼育されていた魚類はパークによって異なるが、ウッドストック・パークの場合は、カワカマス（カワカマ
ス科）とウナギであった。これ 対して、たとえばウースタシャのフェクナムの養魚池では、ブリーム（コイ科）しか飼育されていなかった。一三世紀半ば、ウィンザー・パークにあった複数の養魚池には、カワカマスのほかにロウチ（コイ科）やパーチ（ペルカ科）といった淡水魚が生息してい
た
（11
（
。
　
一二四〇年代にはウッドストック・パークの養魚池で飼育され いたウナギが多量に売却され、一二四一年にはウッ
ドストックの生簀に放流すべく一〇〇〇匹のカワカマスをあらゆる所から入手・購入するよう王 代官に命令が下された。カワカマス 補充は適宜おこなわれていたようで、一三〇一年にはウッドストックのいくつかの池に放流するため五〇〇匹のカワカマスが購入されている。さらに三年後の一三〇四年には王の代官はさらに一〇〇匹の大物カワカマスを入手すべきこととされ
た
（11
（
。
　
一二五三年王によって派遣された漁師ウィリアムは、ウッドストックの王の養魚池で六匹のカワカマスを捕獲するよ
う命じられている。こ 時には、捕獲したカワカマスを塩漬けにし、遅延なく王のもとへ届けるようウッドストック・マナの管理人たちに指示が出てい
た
（11
（
。ウィリアムは一二七一～七二年にもウッドストックの生簀から魚を捕獲するよう
命じられてい
る
（11
（
。王から派遣されたウィリアムは、ことによると宮廷付き漁師で、パークの現場にいる漁師とは区別さ
れるべきものかもしれない。　
一二五六年にはマールバラにある王の養魚池で六 匹のブリームが捕獲され、ウッドストックに送られた
が
（11
（
、これら
の魚は池に放流するためというよりは王の祝宴用であったように思われる。上述し に 同年の聖母被昇天の祝日にはウッドストックに多数の聖俗諸侯が招待されており、いくつかの州がそれに合わせてウッドストックに大量の食材
（（0）
を送り込むよう命じられていた。マールバラの養魚池からのブリーム六〇匹もそのひとつであったと思われる。　
一二七二年、オックスフォードの代官はウッドストックの二名の漁師に、王のためにおこなった漁の際に破損した魚
網の修繕費として一〇シリングを支払うよう命じられ
た
（11
（
。この二名の漁師は上述した王の漁師ウィリアムとは異なり、
いうなればパーク付きの漁師であったように思われる。　
シカや樹木と同様、養魚池の魚は贈与の対象となった。一二五一年、王の代官は王からの贈与物としてウッドストッ
クの養魚池からカワカマス一匹をガイ・ドゥ・ロッチフォードに与えるよう命じられてい
る
（11
（
。
　
養魚池では密漁も頻発した。たとえば、一二九八年にはジョフリー・ル・スティードマンなる人物がウッドストック
の養魚池で密漁をおこ ったかどで逮捕され、王城であるオックスフォード城内の獄舎に収監され
た
（11
（
如くである。
　
パークではシカやウサギ 密猟の対象となった。たとえば一二九五年、ラルフ・ドゥ・スレイプ ウッドストック・
パークにおいてシカを侵害したかどで投獄され
た
（（11
（
。また、一四一三年にはオックスフォード大学の学僧たちがパークに
侵入してシカ、野ウサギ、穴ウサギを密猟し、不法妨害をはた いたかどでパ クへの出入りを禁じられてい
る
（（1（
（
。養兎
場はよく 設置され
た
（（10
（
ので、ことによると当時はウッドストック・パークにも養兎場が設けられていたのかもし
れない。
おわりに
　
これまでみてきたように、ウッドストック・パークには樹林地、養魚池、馬の繁殖場 鷹巣、庭園、泉水、果樹園も
あり、動物園すらあった。パークで産出された木材や木炭、魚類はウッドストッ の王宮のために使用・消費されたほ
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（（1）
か、修道院や諸侯に贈与され、シカとならんで王の恩恵授与の源泉となっていた。ウッドストック・パークの機能は多種多様であり、その用途もさまざまであったことが窺える。こうしたことは、程度の差はあれ、本稿で言及したヘイヴァリング・パーク モウルトン・パークについてもいえることであ
り
（（10
（
、近年の中世パークをめぐる議論では、おしな
べてパークの多様な機能と用途を強調する傾向 あ
る
（（10
（
。
　
ウッドストック・パークの周囲に所在する王の直轄村民は、パーク内の林間放牧地で豚をはじめとする家畜の放牧を
おこなっていたが、他方で の囲壁の修繕 維持に従事し いた。この点は他のパーク─例えばモウルトン・パーク─でも同様であ
り
（（10
（
、多くのパークでは周囲に巡らされた木柵や石壁の修繕・維持は借地人たちの義務となってい
た
（（10
（
。
また、冬期におけるシカの餌 確保も王の直轄村民に課せられた義務であっ パークの維持には周辺住民 協力が欠かせなかったのである。　
パークの多くはフォレストやチェイスの中もしくはその近くに存在していたが、それだけに両者の間には、密接な関
係があった。ウッドストック・パーク 周囲にシカ越えが設置されているところにもみられるように、同パークと隣接するウィッチウッド・フォレストはシカの確保を目的として相互 結びつ てい 。さ に両者 結びつきはシカにどまらず、建材、燃料用薪材、そして木炭製造用 粗朶にまで及ぶものであった。同じオックスフォードシャにあったウィンチェスタ司教所有の ィットニィ・パークが、創設時 ウィッチ ッド・フォレストからシカの提供を けていた事
実
（（10
（
にもパークとフォレストの密接な関係はみてとれる。
　
マイルソンが述べているように、中世のパークは何よりもシカの保護区として創設されたという事実を見失ってはな
らな
い
（（10
（
であろう。史料で見る限り、パークは何よりも食用としてのシカ肉を産出するシカの飼育場であったとの印象を
強く受ける。ラッカムの言葉を借用すれば、中世の大部分の は
‘hunting park’ ではなく、
‘deer-farm
s’ であっ
た
（（10
（
と
いうことに ろう。同様のことはフォレストにも当てはまる
が
（（（1
（
、中世の王たちはフォレストやパークをシカの「貯蔵
（（（）
所」 （
reservoirs ）として利用していたのであ
る
（（（（
（
。
　
ラッカムも指摘しているように、シカ狩りそのものに関する史料は極めて乏し
い
（（（0
（
。だが、それだからといってパーク
やフォレストでは遊猟であるシカ狩りがほとんど全くおこなわれなかったと結論付けるのは早計であろう。シューマーが述べているように、狩りについては、あえてそれを書き留めておくべき理由がなかっ
た
（（（0
（
というのが真相かもしれない。
これに関連して、シカは種々の理由により文書史料の網のから抜け落ちる傾向にあるため、安易に過小評価されているというビレルの指
摘
（（（0
（
も想起すべきであろう。このようにパークにおけるシカの
存レーゾン・デートル
在理由
についてはいろいろな見方があ
るこ は確かであるが、総じていえば、パークはシカの猟場であると同時に食料貯蔵室でもあり、
遊スポーツ
猟
と食肉の双方を
提供し
た
（（（0
（
とみるのが妥当であろう。
　
本稿でみたように、ウッドストック・パークのシカ肉はスコットランド王の歓迎会やクリスマスといった大きな祝宴
の席で供された。ボンドは一二五六年に大量の燃料がウッドストックの王宮に運ばれた事実については言及してい
る
（（（0
（
も
のの、なにゆえにそれが必要になったのか、その理由についてはいっさい触れていない。筆者は、この年におけるすべてのシカ越えの全面的開放措置や多量の食材・薪炭 調達はスコ トランド王アレクサンダー三世一行のウッドストック訪問とそれに伴う歓迎会に関係しているも と推察する。また、ウッドストック・パー のシカは塩漬け され、ヨー やウェストミンスタといった遠方にも運ばれたが これ 王 フォレ の場合と同様である　
中世のパークを「ハンティング・パーク」の一言で括ってしまうことは、パークの過小評価につながるおそれがあ 。
ウィンチェスタ司教 パークでも、パークの森林地 薪炭や建材の源泉であったし、養魚池や鳥類も貴重な食糧源となってい
た
（（（0
（
。シカは中世のパークにとって不可欠の要素ではあるが、その飼育は数ある用途の中のひとつでしかなく、
必ずしも最も重要なものでもなかったのであ
る
（（（0
（
。
　
個々のパークの実態については、畢竟、実証的な個別研究 よるほかないが、従来パークの副次的な役割として捉え
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（（3）
られてきた樹木の生産や家畜の放牧、あるいはパークの景観についても、改めてその意味を問い直してみる必要があろう。本稿でみ ように、中世のパークは
多マルチ・ファンクショナル
機能的
であり、さまざまな用途に供せられた。パークが純然たる
‘deer 
parks’ であることはまれであったし、狩猟のためにのみ利用されたわけでもなかったのであ
る
（（（0
（
。近年の研究によれば、
イーリ司教やリンカン司教といった高位聖職者が所有していたパークには広大な
通ヴィスタ
景線
があり、装飾性も兼ね備えてい
たとい
う
（（01
（
。マナの周縁にある荒蕪地を利用したシカの猟園という従来のパークのイメー
ジ
（（0（
（
は、今や払拭されなければな
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ond,1981, p.201. ちなみに、 「フォレスト」は王のシカ狩りのために指定された禁猟区
（
gam
e preserves ）を意味し、ドゥームズデイ・ブックではめったに明記されていない。明確にその名が挙げられ
ているのはごくわずかである。すなわち、ディーン（グロースタシャ） 、グロウヴリ（ウィルトシャ） 、ウィンボーン（ドーセット） 、ウィンザー（バークシャ） 、そしてオックスフォードシャでは オックスフォードの東方にあるショットオウヴァ、ストウッド、オックスフォードの西方にあるコーンベリ、ウッドストック ウィ チウッドの五つに王の直轄フォレ があると記されている。
H
.C
.D
arby, “T
he G
eography of D
om
esday E
ngland”, in 
（（6）
R
.W
.H
.E
rskine and A
nn W
illiam
s ed., T
he Story of D
om
esday B
ook, C
hichester, 2003, p.42 ; H
.C
.D
arby and E
ila 
M
.J.C
am
pbell,  The D
om
esday G
eography of South-E
ast E
ngland, C
am
bridge, 1962, p.214 ; C
harles R
. Y
oung, The R
oyal 
F
orests of M
edieval E
ngland, U
niversity of Pennsylvania Press, Philadelphia,1979, p.10.
  （
9）
 F.L
ieberm
ann, G
esetze der A
ngelsachsen, V
ol.I, H
alle, 1903, p.216.
  （
10）
 F.S. H
aydon ed., E
ulogium
 H
istoriarum
 sive Tem
poris, R
olls Ser., V
ol. 9, 1858-63, i, p269, iii, p.297 ; T
. A
rnold ed., H
enrici 
A
rchidiaconi H
untendunensis H
istoria A
nglorum
, R
olls Ser., V
ol. 74, 1879, p.244 ; J R
ous, H
istoria R
egum
 A
ngliae, ed.,T
 
H
earne, O
xford,1745, p.138 ; J.B
ond,1987, pp.23, 28.
  （
11）
 W
. Stubbs ed., W
illelm
i M
alm
esbiriensis M
onachi, de G
estis R
egum
 A
nglorum
, R
olls Ser., V
ol. 90, 1889, ii, p.485 ; 
J.B
ond,1987, p. 32 ; A
.L
.Pool, F
rom
 D
om
esday B
ook to M
agna C
arta, O
xford, 2
nd ed., 1955, pp.19-20.
  （
1（）
 F.W
oodw
ard, O
xfordshire P
arks (O
xfordshire M
useum
 Services Publication, N
o.16), W
oodstock, 1982, p.7. パークの平均
面積については、
L
.M
.C
antor and J.M
.H
atherly, op.cit., pp.73-74 ; R
.M
uir, op.cit.,p.16.
  （
13）
 L
.M
.C
antor, op.cit., pp.73, 75 ; J.B
ond,1987, p. 28 ; B
.Short, ”Forests and W
ood-Pasture in L
ow
land E
ngland” in J.T
hirsk 
ed., R
ural E
ngland : A
n Illustrated H
istory of the Landscape, O
xford, 2000, p.126.
  （
14）
 J.B
anbury and P.Jay, “T
he N
orm
ans and the C
reation of the W
all” , in J.B
anbury et.al., W
oodstock and The R
oyal P
ark : 
N
ine H
undred Years of H
istory, O
xford, 2010, p.19.
  （
15）
 P
R
,1164-5, p.68
  （
16）
  ‘M
andatum
 est vicecom
iti O
xonie quod scire faciat om
nibus hom
inibus de com
itatu suo, quorum
 terre adjacent vel vicine 
sunt parco dom
ini regis de W
udestok’, quod propter gravia dam
pna que incurrunt per feras dom
ini regis blada eorum
 
destruentes, concessit dom
inus rex quod eundem
 parcum
 claudi faciant. T
este ut supra.’ ( C
C
R
, 1227-31, p.500)
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（（7）
  （
17）
  C
C
R
, 1231-4, p.64
  （
18）
  C
LR
, 1245-51, pp.290, 364.
  （
19）
  C
C
R
, 1251-3, p.219 ; V
C
H
 O
xford, V
ol.X
II, L
ondon,1990, p.441.
  （
（0）
  H
R
, ii, p.41 ; J.B
ond, 1987, pp.28,30.
  （
（1）
  E
.K
.C
ham
bers, Sir H
enry Lee: an E
lizabethan P
ortrait, O
xford, 1936, p.83 ; J.B
ond,1987, p.25.
  （
（（）
  E
.g. C
C
R
,1256-9, p.429 ; C
C
R
,1259-61, pp.110,336 ; C
C
R
,1261-4, pp.8, 219 ; C
LR
,1240-5, p.263 ; C
LR
,1251-60, p. 430 ; 
C
LR
,1260-7, pp.28,42,42,155 ; J.B
ond,1987, p. 25.  ちなみに、
The M
aster of G
am
e
によれば、塩漬けにして保存した
シカ肉はじつに美味いという。
E
dw
ard of N
orw
ich, 2
nd D
uke of York, The M
aster of G
am
e, ed.,W
illiam
 A
 B
aillie-
G
rohm
an and F.N
 B
aillie-G
rohm
an, Philadelphia, 1909, p.39 ．
  （
（3）
  C
LR
,1251-60, p. 272. なお、ボンドはこの年次を一二五〇年としているが（
J.B
ond,1987, p.25 ） 、同年の史料にはか
かる記録はなく、おそらく間違いであろう。筆者が調べた限りでは、この記録は一二五五年のものである。
  （
（4）
  ロバート・ド・メアーズのこの肩書（
m
iles regis ）については、
C
C
R
, 1254-6, p.49.
  （
（5）
  ‘R
ex m
ittit R
obertum
 de M
aris ad capiendum
 ad opus regis ducentas dam
as in parco de W
udestok’. E
t preceptum
 est ballivis 
de W
udestok’ quod ipsum
 R
obertum
 ad hoc adm
ittant, et ei ad dam
as illas capiendas consilium
 et auxilium
 suum
 
im
pendant, cum
 ab eo requisiti fuerint ; et eas salient, et m
edietatem
 earum
 ad regem
 usque W
intoniam
 contra instans 
festum
 N
atalis D
om
ini et aliam
 m
edietatem
 ad regem
 usque W
estm
onasterium
 contra instans festum
 Sancti E
dw
ardi, cariari 
faciant. E
t, cum
 rex sciverit custum
 quod ad hoc posuerint, illud eis allocari faciet. T
este rege aqud W
indes’ iiij. die 
D
ecem
bris.’ （
C
C
R
, 1254-6, p.245 ）
　　　
 ‘M
andatum
 est ballivis regis de W
odestok’ quod totam
 venacionem
, quam
 R
obertus de M
ares cepit in parco regis de 
（（8）
W
odestok’ et eis per preceptum
 regis liberavit, sine dilacione cariari faciant usque W
estm
onasterium
, ita quod sit ibi in 
vigilia instantis festi Sancti E
duuardi ad tardius, liberanda custodi lardarii regis. E
t custum
 cariagii illius, cum
 rex illud 
sciverit, eis faciet allocari. T
este ut supra.’( C
C
R
, 1254-6, p.255) ちなみに、聖エドワードの祝日は一月五日である。こ
の月日については、
P.Stam
per, “W
oods and Parks” in G
.A
still and A
.G
rant ed., The C
ountryside of M
edieval E
ngland, 
O
xford, 1988, p.143
による。
  （
（6）
  ‘R
ex m
ittit R
ebertum
 de M
aris ad capiendum
 ad opus regis triginta dam
as in parco N
orham
t’. E
t m
andatum
 est vicecom
iti 
N
orham
t’ quod ipsum
 ad hoc adm
ittat et ei ad dam
as illas capiendas consilium
 et auxilium
 im
pendat, cum
 ad eo fuerit 
requisitus; et dam
as illas, una cum
 sexaginta et decem
 dam
is, quas idem
 R
obertus capiet ad opus regis in forestis regis in 
com
itatu N
orham
t’ et predicto vicecom
iti per preceptum
 regis liberabit, saliri et ad regem
 usque W
estm
onasterium
 cariari 
faciat contra instans festum
 Sancti E
dw
ardi, liberandas ibidem
 custodi lardarii regis. E
t, cum
 rex sciverit custum
 etc., ut 
supra. T
este ut supra.’( C
C
R
, 1254-6, p.245)
  （
（7）
  ‘R
ex m
ittit R
obertum
 de M
aris ad capiendum
 ad opus regis sexaginta et decem
 dam
as in forestis regis in com
itatu N
orham
t’ . 
E
t m
andatum
 est H
ugoni de G
oldingham
, custodi forestarum
 regis inter pontem
 Staunf et pontem
 O
xonie, quod ipsum
 ad 
hoc adm
ittat, et ad dam
as illas capiendas consilium
 etc. ut supra. T
este ut supra.’( C
C
R
, 1254-6, p.245)
  （
（8）
 この点については、
E
.R
oberts, “T
he bishop of W
inchester’s deer park in H
am
pshire, 1200-1400”, P
roceedings of the 
H
am
pshire F
ield C
lub and A
rchaeological Society, V
ol.44, 1988, p.71
より示唆を得た。なお、騎士身分の狩人を含む
王の狩猟スタッフについては、以下の史料・注解を参照。
C
.Johnson, ed.and tr., D
ialogus: R
ichard fitzN
igel, D
ialogus 
de Scaccario:T
he C
ourse of the E
xchequer and C
onstitutio D
om
us R
egis : T
he E
stablishm
ent of the R
oyal H
osehold, 
O
xford,1983, p.135 : E
. A
m
t, ed. and tr. R
ichard fitzN
igel, D
ialogvs de Scaccario : The D
ialogue of the E
xchequer, and S. 
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（（9）
C
hurch, ed.and tr. C
onstitvtio D
om
vs R
egis : D
isposition of the K
ing’s H
ousehold, O
xford, 2007, pp.212-5 ; D
. C
.D
ouglas 
and G
. W
. G
reenaw
ay ed., E
nglish H
istorical D
ocum
ents Ⅱ
 1042-1189, 2nd edn., L
ondon,1981,pp.459-460 ; これらの史料
に基づく王の狩猟スタッフの詳細ついては、拙稿「
C
onstitutio D
om
us R
egis にみる王の狩猟スタッフ─覚書─」
『東北公益文科大学総合研究論集』第三〇号、二〇一六年参照。
  （
（9）
  C
C
R
, 1296-1302, p.177. 一三世紀にはウッドストック・パークはウッドストック・マナとともに管理されていた。
それゆえ、同マナの荘司がウッドストック・パークを管理していた。この点については、
V
C
H
 O
xford, V
ol.X
II, 
p.439 ; J.B
ond, 1987, p.48.
  （
30）
  C
C
R
, 1231-4, p.487 ; C
C
R
, 1242-7, pp.455, 460 ; C
C
R
, 1247-1251, p.473 ; C
LR
,1251-60, pp. 8, 235 ; J.B
irrell, “H
unting 
and the R
oyal Forest”, in S.C
avaciocchi ed., L’uom
o e la foresta: secc. X
III-X
V
III: atti della “V
entisettesim
a settim
ana di 
studi”
, 8-13 m
aggio 1995, Firenze, 1996, p.440 ; Idem
, “Procuring Preparing and Serving V
enison in L
ate M
edieval 
E
ngland”, in C
.M
.W
olgar, D
.Serjeantson, and T
.W
aldron ed., F
ood in M
edieval E
ngland, O
xford, 2006, p.178. 
  （
31）
  S.A
.M
ileson, P
arks in M
edieval E
nglam
d, O
xford, 2009, p.79.
  （
3（）
  M
.K
.M
cintosh, A
utonom
y and C
om
m
unity:the R
oyal M
anor of H
avering, 1200-1500, C
am
bridge, 1986, p.18.
  （
33）
  C
P
R
, 1441-6, p. 277 ; J.B
ond, 1987, pp. 25-26.
  （
34）
  C
C
R
,1234-7, p.400 ; C
C
R
,1237-42, pp.333-4 ; C
C
R
,1242-7, p.227 ; C
C
R
,1259-61, p.429 ; C
C
R
,1261-4, p.68.
  （
35）
 たとえば、拙稿「フォレスト犯罪の諸相─フェクナム・フォレスト 裁判記録より─」 『駿台史学』第一四七号、二〇一三年、八三頁参照。
  （
36）
  F.W
oodw
ard,  op.cit., p.5 ; C
C
R
, 1279-88, p.73 ; C
C
R
, 1288-96, p.467.
  （
37）
  F.W
oodw
ard, op.cit., p.5.
（30）
  （
38）
  Ibid., p.5 ; B
.Short, op.cit., p.132.
  （
39）
  F.W
oodw
ard, op.cit., p.6 ; J.B
ond,1987, p. 28 ; K
.W
ats, “W
iltshire D
eer Parks : A
n Introductory Survey”, W
iltshire 
A
rchaeological and N
atural H
istory M
agazine, V
ol.89, 1996, pp.91-92.
  （
40）
  J.W
hite, op.cit., p.46 ; F.W
oodw
ard, op.cit., p.6 ; L
.M
.C
antor,  op.cit.,p.73 ; L
.M
.C
antor and J.M
.H
atherly, op.cit., p.74.
  （
41）
  P.Stam
per, op.cit., p.141.
  （
4（）
  C
C
R
, 1251-3, p.2 ; C
LR
,1251-60, p. 175.
  （
43）
  ‘M
andatum
 est Johanni de H
anebergh’ et Petro de L
egh’, custodibus m
anerii de W
odestok’ quod, statim
 visis litteris istis, 
om
nia saltatoria parci de W
odestok’ inter predictum
 parcum
 et forestam
 aperiri faciant, ita quod fere regis libere possint 
intrare et exire. E
t ipsa saltatoria taliter aperta teneat ( sic) usque ad festum
 A
ssum
pcionis B
eate M
arie proxim
o futurum
, vel 
donec a rege aliud habuerit m
anadatum
. T
este ut supra.’ ( C
C
R
, 1254-6, p.325)
  （
44）
  C
C
R
, 1296-1302, p.440.
  （
45）
  P.Stam
per, op.cit., p.136 ; O
.R
ackham
, W
oodlands, L
ondon, 2006, p.28 ; J.W
hite, F
orest and W
oodland Trees in B
ritain, 
O
xford, 1995, pp.128-132,140-4.
  （
46）
  P
ipe R
oll 31 H
enryI, p.128.
  （
47）
  C
C
R
, 1254-6, p.279.
  （
48）
 C
LR
,1240-45, p.35 ; L
.F.Salzm
an, B
uilding in E
ngland dow
n to 1540, 2
nd ed., O
xford, 1967, pp.228, 234 ; J.B
ond,1981, 
p.204 ; J.B
ond,1987, pp. 39, 42.
  （
49）
  ‘M
andatum
 est W
illelm
o de L
angel’, custodi foreste de W
icchew
od’, quod per visum
 forestariorum
 et viridariorum
 foreste 
predicte faciant habere Johanni de H
aveberg’ et Petro de L
egh’, custodibus operacionum
 regis apud W
odest’ m
aerem
ium
 in 
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（31）
foresta predicta extra parcum
 de W
odest’ cum
 om
nibus escaetis quercuum
, ubi custodes illi m
elius viderint expedire, per 
talliam
 inter ipsum
 et predictos custodes confectam
 de num
ero quercuum
, ad quoddam
 clocherium
 apud W
odest’ et ad alias 
operaciones regis ibidem
 faciendas. T
este ut supra.’ ( C
C
R
, 1247-51, pp.410-1)
　　　
 ‘M
andatum
 est W
illelm
o de L
angel’, custodi foreste de W
ycchew
ude, quod in predicta foresta faciat habere Johanni de 
H
nveberge et Petro de L
eg’, custodibus operacionum
 regis de W
odestok’, per visum
 viridariorum
 et forestariorum
 ejusdem
 
foreste, m
aerem
ium
 quantum
 necesse fuerit ad unam
 novam
 cam
eram
, duo appenticia, et unam
 astellariam
 faciendam
 apud 
W
udestok’, per talliam
 inter ipsum
 et predictos custodes de num
ero quercuum
. T
este ut supra. Per regem
.’( C
C
R
, 1251-3, 
p.47) 
  （
50）
  R
LC
, V
ol.II, p.137b ; C
C
R
, 1254-6, p.279 ; J.B
ond,1981, p.206.
  （
51）
  C
LR
, 1226-40, p.194 ; O
.R
ackham
, A
ncient W
oodland: its H
istory, V
egetation and U
ses in E
ngland, L
ondon, 1980, p.151 ; 
J.B
ond,1981, p.204.
  （
5（）
  C
F
R
, 1272-1307, p.42 ; C
C
R
, 1272-9, pp.205,207,369.
  （
53）
  C
C
R
,1268-72, p.527 ; C
C
R
,1272-9, p.192 ; C
C
R
,1279-88, p.216 ; J.B
ond,1981, p.204 ; J.B
ond,1987, p. 39.
  （
54）
  C
C
R
, 1264-8, p.5 ; C
C
R
, 1272-9, p.372.
  （
55）
  H
R
, ii, p.851.
  （
56）
  C
P
R
, 1476-85, p.316.
  （
57）
  ‘E
t m
andatum
 est T
hom
e de L
angel’ quod habere faciat G
. de C
raucum
be per visum
 viridariorum
 et forestariorum
 
m
aerem
ium
, ut in cheveronibus, gistis et alio m
inuto m
aerem
io, ad porticum
 m
agne cam
ere regis faciendum
 et ad gradus 
ejusdem
 porticus cooperiendos, in boscis forinsecis m
aneriorum
 regis extra parcum
 regis de W
udestok’. Faciat etiam
 habere 
（3（）
decetero in singulis adventibus regis usque W
udestok’ eidem
 G
odefrido buscam
 et carbonem
 ad focum
 suum
, in foresta de 
W
ichew
ud’ et in allis boscis regis extra parcum
 de W
udestok’ ; ita quod nichil ulterius capiatur in parco de W
udestok’ ad 
buscam
 et carbonem
 ad opus regis. T
este ut supra.’( C
C
R
, 1231-4, p.16) トマス・ド・ラングリは当時ウィッチウッド・
フォレストの長官職にあった人物である。この点については、
V
C
H
 O
xford,V
ol.II, 1907,repr.,1987,p.293 ; J.C
harles 
C
ox, The R
oyal F
orests of E
ngland, L
ondon,1905, pp.258-9. ド・ラングリ家のウィッチウッド・フォレスト世襲長官
職は一三六一年に絶える。
B
.Schum
er, “A
 B
rief H
istory of W
ychw
ood before the E
nclosure” in C
.K
eighley ed., D
iscovering 
W
tchw
ood, C
harlbury, 2000, p.23 ; Idem
, W
ychw
ood:The E
volution of a W
oode Landscape, C
harlbury, 1999, pp.74-75.
  （
58）
  ‘M
andatum
 est forestariis [et vi]ridariis de W
hichew
ud’ quod faciant habere ballivo de W
udestok’ buscam
 cariandam
 usque 
W
udestok’ ad ardendum
 ad opus regis. T
este rege aqud W
udes’, . . vij. die O
ctobris.’ ( C
C
R
, 1237-1242, p.233)
  （
59）
  ‘Item
 eodem
 m
odo m
andatum
 est ballivis regis de W
odestok’ de d. carettatis busce, clª. quarteriis carbonum
, vij. duodenis 
cleyarum
, tribus duodenis tabularum
, ad faciendum
 scabellos et colpandum
 carnem
. Item
 de uno furno m
agno et alio parvo 
scabellos et colpandum
 carnem
. Item
 de uno furno m
agno et alio parvo de novo faciendis ad pastillos et flaones faciendos.’ 
( C
C
R
, 1254-6, p.433)
  （
60）
  ‘C
onvenerant autem
 ibi de m
andato dom
ini regis m
agnates innum
erabiles, qui cum
 om
nes congregarentur, m
ulta m
ilia 
equorum
 et plura hom
inum
 censebantur. N
ec poterat illos aliqua civitas vel illud regale m
anerium
, videlicet W
udestoc, ubi 
sim
ul convenerant, capere ; sed in saltubus et agris fixis papilionibus m
agnates et m
ilites hospitabantur. C
ivitas insuper 
O
xoniarum
 et villae rurales circum
quaque hospitibus replebantur.’ ( M
atthaei P
arisiensis, m
onachi Sancti A
lbani, C
hronica 
M
ajora, V
ol.5, ed. H
.R
.L
uard, R
olls Series,1880, pp.573-4) 当集会はおそらくヘンリ三世治世期にウッドストックで
開催された集会中最大規模のものであったと推測される（
V
C
H
 O
xford,V
ol.X
II, p.436 ） 。
パークの中世的効用 ─ウッドストック・パークを事例として─（33）
  （
61）
  ‘Q
uia rex convocari fecit plures prelatos et m
agnates ad instans festum
 A
ssum
pcionis B
eate M
arie, m
andatum
 est vicecom
iti 
N
ortham
p’ quod cum
 om
ni festinacione provideat regi in balliva sua de lª. quarteriis frum
enti, x. libratis boni panis, xxx
ta. 
porcis, l ta. m
ultonibus decem
 m
ilibus ovorum
, cccc. gallinis, m
ille pullis, m
ille colum
bellis, c. caponibus, lª. aucis, et ea 
om
nia venire faciat usque W
odestok’, ita quod sint ibi tercio die ante festum
 predictum
, liberandi servientibus hospicii regis 
secundum
 quod m
inisterium
 cujuslibet eorum
 requirit : et hoc nullo m
odo om
ittat. E
t cum
 sciverim
us custum
 etc., rex illud 
faciet ei allocari. T
este rege apud Flexleg’ xxvij. die Julii. /  Idem
 m
andatum
 est vicecom
iti B
uk’ de lª. quarteriis frum
enti, 
xxx. porcis, v. braonibus, x
m. ovis, cccc. gallinis, m
. pullis, ccc. colum
bellis, lxxv. C
aponibus, lª.aucis, lª. quarteriis avene. /  
Idem
 m
andatum
 est vicecom
iti O
xon’ l. quarteriis frum
enti, xx. libris panis per ipsum
 et ballivos O
xon’, A
bbendon’ et 
B
annebir’. Item
 xxx. porcis, l. m
ultonibus, vij. braonibus, x
m. ovorum
, cccc. gallinis, m
. pullis, d. colum
beliis, lª. caponibus. 
/  Idem
 m
andatum
 est vicecom
iti W
arr’ l. quarteriis frum
enti, lx. porcis, c. m
ultonibus, viij. braonibus, x
m. ovorum
, m
. pullis, 
cccc. gallinis, cc. colum
bellis, lxxv. caponibus, l. quarteriis avene. /  V
icecom
iti W
igorn’ de x. braonibus, x . ovorum
, cccc. 
gallinis, m
. pullis, c. aucis. /  V
icecom
iti G
lovern’ de cc. aucis. /  V
icecom
iti L
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